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要旨 : 

千葉製鉄所では西工場の建設によって老朽原料設備を更新し，大型船の使用による原料コ

ストの低減，設備合理化による大幅な省力を達成して，粗鋼年産 850 万ｔに対処し得る態

勢を整備すると同時に，環境対策を充実して“クリーン製鉄所”の実現をめざしている。

建設にあたっては，海外焼結鉱の受入れのために輸送物の粉化防止対策を実施し，集塵の

強化，湿式落鉱処理の採用によって発塵を防止し環境の美化に貢献するとともに，コンピ

ュータの導入によって情報処理の速度と精度を高めた。今後の方向としては，ヤード機械

の集中遠隔操作システムと，コンピュータによるベルトコンベアの系統選択自動運転シス

テムの完成を指向している。 
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